
キタムラサキウニの生態に関する研究
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は じ め に

青森県のウニ漁獲量 (キタムラサキウニが9Wo以上を占める吊よ年間 600- 1,800トン-金額にして

3- 6億円で重要な磯漁業として注目されるようになったが､漁獲量は近年やや減少傾向を示し､資源

管理や増殖技術の開発が必要となってきている｡

一方､本県では県内三地区 (今別 ･石持 ･大間 )でコンプを対象とした大規模増殖場開発事業および

その調査がおこなわれており､また東通村尻屋地先ではコンプの天然岩礁への定着をねらいとした海中

造林の試験がおこなわれているがtその中でキタムラサキウニによるコンプ幼芽の食害が重要な問題と

されている｡

しかし､キタムラサキウニの生態については､富士･川村らの若干の研究報告があるが､本県におけ

る生態に関する知見は少なく､キタムラサキウニの基礎的な生態についての研究が急がれる情勢である｡

本報告ではキタムラサキウニの年令と成長について､とくに餌料条件との関連について報告する｡

本文に入るに先立ち､調査にあたり終始快く御協力頂いた易国間漁業協同組合の関係各位に感謝の意

を表する｡

材 料 と 方 法

年令査定はJensen(1969)の方法によ り

行ない､生殖板を砥石で軽く研磨した後に､ガス

バーナーで加熱し_キシロールで透化する方法を

とった｡

(1)生殖板にみられる黒色帯の年周期変化につい

て

昭和51年 4月から52年 3月までの間､月別に

11回 (2月を除く)下北郡風間浦村易国間地先

水深12mの場所から､キタムラサキウニ(以下

≠ウニ クとする)を毎回20- 127個体採集し､

大

第 1図 採 集 地 点 図

生殖坂上にあらわれる黒色帯の年周期変化を調べた｡

(2) 年令と成長について

今別､大間､易国間 (A)､易国間 (B)､岩屋の 5カ所 (第 1図参照 )において､昭和51年10月

から52年 3月の間にウニを採集し_年令査定を行ない年令と成長を求めた｡また採集場所の海藻の繁

茂状況をなるべく周年にわたり観察するようにつとめた｡さらに消化管円容物についても観察した｡
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結 果

tl)生殖板にみられる黒色帯の年周期変化について

生殖板をキシロールで透化すると､黒色帯と白色不透明部が交互に形成されているのが観察される

(写真- 1参照 )｡黒色帯が 3輪以下のウニに

ついて､黒色帯が生殖板の外縁部に形成される

年周期変化を第 1表に示した｡黒色帯の形成は

8月から1月の闇にみられ､10月ではすべての

個体にみられた｡また 4輪以上のウニでは､黒

色帯の形成は3輪以下の個体よりやや遅れ､10

月から4月の間になされるようである｡

以上のことから黒色帯は年 1回秋から春にか

けて形成され､年輪として採用しうるものと考

えられる｡

(21年 令 と 成 長

各採集地におけるウニの年令と平均殻径につ

いて第 2表に､さらに採集地の生息環境および

ウニの消化管円容物の観察結果を第 3表に示し

た｡

周年海藻の豊富な､易国間 (A)､今別､大

第 1表 生殖板外縁部に現われる黒色帯の

出現状況

採 集 年月 日 査 定個 体 p数 黒色帯出現個体数 出

現 率昭 51.4.21 35個

0個 0%〝 5.12 127 0 0
〝 6.28 8 0 0
52.7.13 20 0

051. 8.4 16

9 56〝 9.13 3

5 23 66〝 10.15 30 30 100

〟 ll.17 46 36

90.〝 12.8

42 .7 1752.1.ll 40 2 5〝 3.30 19 0

0間では良好な成長を示しており､着生海藻もなく流れ藻 も少ない岩屋では若干成長がにぶく､さらに易国間 (B)のようにいわゆる≠磯焼け !̂現象のみられる場所では高令のウニでも6cnlをこえる

ものが少ない｡またこの場所に生息するウニの消化管円零物は大部分が石灰藻であり､餌料条件の悪

さが成長の悪いことにつながっているよ

うである｡同じ易国間地先でありながら､成長の良否両極端のウニの生息することは興味深い点

である｡また成長は若令群では非常に良好であるが､高令群では殻径の伸び

はにぶ くなるようである｡第 2表 年令と平

均殻径採 集 地 期 日 個体数 年 令 と 平 均 殻 径 (nrm)1 2 3 4 5 6 7 8 9易国間(A)今 別大 間岩 屋易国間(B)51年12-.1月52年 2月J52年 3月52年 3月51年 10月 129個534023186 30.8士4.539.5士4.538.7士2.425.9士5.119.5士2.854.9土5664.1±3.954.9士4.841.8士5232.6土2.967.6土8.156.9加 i40.3士1.573.2士4.958.6士3.6416士3.082.0士5.465.3士3.867.3士4.641._9士2.968.1士5.671.4士6.147.3土3.



第 3表 採集地の生息環境と消化管内琴物

採集場所 水 深 底 質 海 藻の繁 茂状 況 消 化 管 内

'6 物易国間仏) Qn)12 岩 礁 お アカ-ダ.マクサ等の海藻が 円容物重量の70-9
50/Oまでコン周年にわたり豊富 (1- 2幅/ ブ.アカハ

ダ等の海藻で占められよぴ転石 m2)に繁茂している.】j (

写真 2-A) 】ているo今 別 15～20 平 坦 な 着生海藻は少なくミル､
アミ 画 こコンプが多く夏から春にかクサが若干みられる程度だが､

廿ナては､円召物重量の 60- 900/o砂瞭地帯 流れコン

プが多いo(写真 2-B ) を占めるor大 間 5～10 岩 礁 および転石 】J】F∃ ホンダワラ類､アカハダなど

～周年にわたり海藻が豊富である≠ (写真 2-C )岩 屋 l 15 平 坦

な 海藻の着生はほとんどみられ 事 内容物の大部分は､砂樺 .貝殻ないが､コンプやアマモの流れ 片などで占められており､夏～秋

砂傑地帯 l藻が若干観察される○(写真 2-D ) にはコンプが多いo易国間(B) 5 I∫ 海藻はいわゆるや磯焼け ''状 春から夏にかけワカ

メ.ケウル岩 礁 お 態を呈し､春にワカメ.ケウル シグサ.コンプがみられるがそのよぴ転石 fl
llシグサ等が

わ

ずかに点在するo(写真 2-E ) 他は 70- 90%

が石灰藻で占められるo考 察(1ト 生殖坂上にみられる黒色帯の年周期変化について

年令形質法によるキタムラサキウニの年令査定は､川村 (1966)が Mo｡r｡(19351の方法

を用い生殖板上にあらわれる紫色の色素帯の形成が11月～ 4月の闇に年 1回形成されることから年令査定を行なったoその後同じく川村 (1973日よJenseh(19691の方法を用いて､輪紋識別不能とされ

ていたェゾ′ヾフンウニの生殖板上に

あらわれる黒色帯が 5月～12月の間に形成されることから､これを年輪として採用し年令査定を行な

った｡著者は同じく Jensenの方法を用いキタムラサキウニについて年令査定を行なった｡その結

果キタムラサキウニではエゾ′ヾフンウニと同じく黒色帯が 1年に 1回形成されることをたしかめた｡しかし

形成時期は 8月か ら4月の間であり､川村(1973日こよるェゾ′ヾフンウニとは形成時期を異に

する｡富士らによれば､一般的なウニ類の成長様式として､若令群ほど成長率が高く､高令群に

なるにしたがい成長率は低下するとされているが､本調査の結果も同じような傾向がみられた｡そのた

めか 1- 3輪では輪紋の間隔は広いが 4輪以上では輪紋の間隔が狭くなる傾向がみられる｡したがって

､高令群では白色不透明部から黒色帯-の変化､また黒色帯から白色不透明吾㌢＼の変化が若令群

よりやや緩慢なように観察されるのかもしれな



(21 年令と成長について

川村 (1973日よ､同一地域円でも海藻の着生量の多い場所のエゾ′ヾフンウニが､海藻の着生の少な

い場所のエゾ′ヾフンウニに比べ成長が早いことを指摘しているが､本調査のキタムラサキウニについ

ても同様な結果が得られた.漁獲サイズを殻径 6-7mとすると､周年飼料海藻の豊富な易国間恥

今別､大間では､漁獲までに産卵後 3- 4年を要し､着生海藻もなく流れ藻も少ない岩屋では5- 6

年を要し､易匡l間 (B)では10年以上の年月を必要とする｡

ウニの成長を支配する要因としては､水温 ･底質 ･餌料海藻等の外的要因_さらには性成熟 ･産卵

等の円的要因があげられるが_その中でも餌料海藻のおよぽす影響はきわめて大きなものと思われる0

ウニの有効な資源利用を考えるとき､海藻の生産量とウニの生産量との量的な関連についての把握は

不可欠である｡そのためには_海藻の生態､生産量_ウニの生態等解明されねばならない問題が多く､

今後に残された大きな課題である｡

要 約

1. Jensenの方法を剛 ､ キタムラサキウニの生殖坂上にあらわれる黒色帯の年周期変化を調べた○

県円4地先 5カ所から採集したキタムラサキウニについて年令と成長を調べた0

2. 生殖坂上の黒色帯は年 1臥 8月から4月までの間に形成され年輪として採用しうることをたしか

めた｡

3. 周年海藻の多い易国間 (A )､今別､大間では漁獲サイズである6- 7(J7nに成長するには産卵後 3

- 4年を要し_それより海藻の少ない岩屋では5- 6年を要し-きわめて海藻の少ない易国闇 (B)

では10年近い時間を要する｡以上の結果､生息場所の海藻量が成長に大きな影響をもっことが知られ

た｡
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